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スクールワイドＰＢＳモデル事業

２年目のスクールワイドＰＢＳ

令和６年４月から２年間、学校全体で取り組

むポジティブ行動支援（スクールワイドＰＢ

Ｓ）モデル事業がスタートし、徳島市、小松

島市、吉野川市、美馬市の４市内にある１園

９校がスクールワイドＰＢＳを実践してきま

した。

（ポジティブ行動支援実践事例集Ⅴ参照）

実践を始めるにあたり、モデル事業実践園・

学校内のＰＢＳ推進リーダーの悩みのひとつ

に「学校現場の多忙化」がありました。スク

ールワイドＰＢＳを学校全体で進めていくた

めの研修時間の確保、新たに実践を始めるこ

とに対する負担感など、教員がスクールワイ

ドＰＢＳの取組をネガティブに捉えることな

く、持続可能な形で取り組めるかがポイント

となりました。

ＰＢＳは、新たな教育プログラムという考え

方ではなく、ポジティブな行動を支援するた

めの枠組みであり、汎用性が高い教育手法と

されていることから、「すでに多くの園や学

校には、ＰＢＳ的な取組があふれている」と

いえます。また、子供たちの可能性を引き出

すために、手立てを考えたり適切に称賛した

りするなど、「ＰＢＳは、学校現場で先生方

があたりまえのように実践してきたこと」と

捉えることもできます。

そこでモデル事業実践園・学校では、既存の

取組とＰＢＳを結びつけるなどして実践を工

夫してきました。令和７年度は、前年の取組

をブラッシュアップして取り組んだり、１年

目を振り返り、全員が無理なく実践できるよ

うに取組を見直したりするなど、実践園や学

校の実態に応じて進めてきました。

実践園・学校の取組

→NEXT PAGE ２年目の取組紹介

モデル事業実践園・学校の１年目

の取組については、実践事例集Ⅴ 

で紹介しています。ぜひご覧くだ

さい！

－２－



１年目は、ポジティブ行動マトリクスの作成や組織づ

くりなど、スクールワイドＰＢＳの基盤整備を丁寧に

進めました。２年目はその成果を生かし、南部中学校

の校訓を意識した実践へと発展させ、生徒会や専門委

員会を中心に取組を拡大しました。あいさつ強化週間

などのキャンペーンによって、生徒の主体的な行動が

増えたり、研修を通してＰＢＳの理解を深めることで

教職員の称賛的な関わりが広がったり、学校全体でポ

ジティブな行動を育てる取組が進んでいます。

小松島中学校（小松島市） 芝田小学校（小松島市）

２年目は「持続可能なＰＢＳ」をテーマに、教職員と

児童全員を巻き込んだスクールワイドＰＢＳの実践を

進めました。方上小学校の月目標を、ポジティブ行動

マトリクスに基づいた具体的な内容に見直し、実践は

各委員会が担当しました。代表委員会では振り返りや

次の取組の準備を児童主体で行いました。学校として

新たに取組を増やすのではなく、既存の取組にＰＢＳ

の考え方を組み合わせることで持続可能なスクールワ

イドＰＢＳの仕組みづくりにつなげることができまし

た。

２年目のスクールワイドＰＢＳ
モデル事業実践園・学校

南部中学校（徳島市）

→
１年目は、スクールワイドＰＢＳを始めるにあたって

取組の土台づくりを行い、２年目から、本格的に生徒

会と専門委員会が主体となって、全校企画を立案・実

行しました。また、教職員は、生徒の願いを優先した

助言に徹しました。そして、定期的な委員会活動の実

施や「企画書」の活用により、全ての委員会がそれぞ

れの企画を実現させました。成果報告会や掲示物等で

の称賛・フィードバックを通して、生徒の主体的な活

動を引き出すことができました。

１年目のスクールワイドＰＢＳの取組後、教職員の異

動による組織の見直しや、取組に対する負担感の軽減

といった課題を踏まえ、持続可能な推進体制へ転換し

ました。目標を「自ら進んであいさつする」の一つに

絞り、全教職員で協力しながら縦割り班活動を実践し

ました。理想のあいさつや基準を協議する中で主体性

が育ち、望ましい行動が増えました。取組後も、子供

たちが自ら別の課題に気づき啓発活動を実行するなど

確かな変容がみられました。

方上小学校（徳島市）

－３－



今年度は推進チームを校務分掌に位置づけ、各学年主

任を推進チームに加えたことで、推進リーダー主導か

ら全教職員による組織的なスクールワイドＰＢＳへと

移行できました。また、全学年共通の目標を見直し、

各学年団で子供たちの理想の姿について話し合い、目

標設定やフィードバック方法を検討しました。１年生

は２分前着席ができた割合を旅行時間に換算して、徳

島から東京を目指すという楽しい実践に取り組みまし

た。キャンペーン後も、この取組は継続しています。

脇町幼稚園（美馬市） 脇町中学校（美馬市）

２年目は「あいさつ」の質を高め量を増やす実践に挑

戦しました。先生たちの「学島劇場（寸劇）」で、良

い例と悪い例を楽しく紹介。同時に、「いいね」「残

念」の判定うちわを用いた評価方法も披露し、子供た

ちが練習する場も設定しました。自己評価、他者評価

の視点が入ったシートに丸をつけることが励みとなり

、進んであいさつする子供が増えました。目標達成後

は全員でロング昼休みを満喫しました。取組後も教室

では明るい挨拶が響き、とてもよい雰囲気が継続して

います。

２年目のスクールワイドＰＢＳ
モデル事業実践園・学校

川島中学校（吉野川市）

→
２年目の取組は、昨年度作成した「あいっこちゃん」

などのキャラクターを継続起用。取組の流れは１年目

から継続し、今年度は園児一人一人が自分の達成度を

より視覚的に感じられるよう、シールカードを作成し

て取り組みました。園長先生に報告して認めてもらえ

る喜びと同時に、花を受け取り、掲示している「ここ

ろをもやせツリー」に貼り、みんなで満開にして全員

で取り組んでいることを実感できるようにしました。

みんなで「お話聞き名人」頑張っています！

放送委員会の生徒が中心となり、黙想の活動でＰＢＳ

の実践を進めました。今年度も生徒会が中心となって

キャンペーンなどの企画立案を行うなど、生徒主体の

活動となりました。キャンペーン内容は、廊下の生徒

会コーナーに掲示してお知らせしています。教職員も

ＰＢＳの研修を深めてきたことで、教職員間で生徒の

良い行動を報告し合ったり、生徒もお互いの良い行動

に気づいて伝えあったりする機会も多くなり、生徒指

導上のトラブル減少にもつながっています。

学島小学校（吉野川市）

－４－



プロジェクトチームの大対先生によるコンサルテー

ションを受けることによって、望ましい子供たちの

姿を目指しながら、よりよい学級経営につなげてい

きます。授業中の発表が少ないのは「間違えるのが

不安」なのか「言い方が分からない」のか「自信が

もてない」のかを、コンサルテーションを通して分

析し、子供たちがどのような行動ができるようにな

るとよいのかを考えながら、手立てを工夫して改善

につなげました。

脇町小学校２年目におけるコンサルテーションのテー

マは「ＰＢＳで『分かった』『できた』が実感できる

授業づくり」です。プロジェクトチームの田中先生か

ら学んだことをしっかりと全職員が共有し、学年の実

態に応じて実践が進んでいくように対象学級を１学級

から２学級に増やして、実施しました。また、教員も

２グルー プに分かれてコンサルテーションに参加し、

学びを深めました。授業改善の研修を実施し、確認問

題の設定と「わかった ・できた」を増やす授業づくり

を進めることができました。

授業改善・学級経営 × ＰＢＳ
モデル事業実践園・学校

川島小学校（吉野川市）

→

脇町小学校（美馬市）
学級経営コンサルテーション 授業改善コンサルテーション

授業中の反応機会（アウトプット）

－よりよい授業改善・学級経営を目指して－

次の反応機会について、授業のなかでどのくらい実践しているか、確認してみましょう！

□ ノートやワークシートに短い

内容を書く機会

□  挙手して発表する機会

□ 全体で声を出す機会

□ 個人での学習活動機会

□ ペアでの学習機会

□ グループでの学習機会

□ 自分の意見をジェスチャー

などで表明する機会
□ 同様の考え方が必要な問題で

   練習する機会

□ 全体の場で意見が言いにくい

   子供たちが意見表明できる機会

（ＩＣＴ、ホワイトボードの活用など）

授業１コマあたりの子供たちの反応機会を多く設定することで、称賛回数も増加します！

－５－



久米紫穏

日野浩志

ＰＢＳコンサルタントとは！？

Ｐコンによる伴走支援

ＰＢＳコンサルタントとは、特別支援学校に在籍するＰＢＳ

専門の巡回相談員であり、モデル園・学校からは「Ｐコン」

と呼ばれています。

令和６・７年度は４名のＰコン（下記）が配置されており、

モデル事業実践校をはじめ、モデル事業を実施している４市

内の園・学校の取組をサポートしてくれました。

国府支援学校 教諭

担当モデル市：徳島市

Ｐコンの業務内容

スクールワイドＰＢＳ実施に関する指導・助言

スクールワイドＰＢＳに関する研修の支援

ＰＢＳ推進リーダーの育成を含めた推進チームへの支援

地域内園・小中学校に対するＰＢＳの理解啓発

など

ひのみね支援学校 教諭

担当モデル市：小松島市

中川隆士

鴨島支援学校 教諭

担当モデル市：吉野川市

池田支援学校美馬分校 教諭

担当モデル市：美馬市

樋川裕大

令和６・７年度のＰＢＳコンサルタント

ＰＢＳコンサルタントは、養成研修を年間３回受講するとともに、毎月１回オンラインミーティ

ングを開き、プロジェクトチームの指導を受けたり情報交換を行ったりして、ＰＢＳに関する専

門性を高めています。

－６－

（所属・役職は令和６・７年度のものです）



校内の組織づくり＆ＰＢＳの考え方を

再確認

ポジティブ行動マトリクス

（３つの大切）を作成

行動支援計画シートの作成

行動支援計画シートをもとにした実践

スクールワイドＰＢＳの始め方や
ポイントについて、
Ｐコンが解説します！

ＰコンによるスクールワイドＰＢＳ スタートアップガイド

こちらのパンフレットも
参考になります！

－７－



スクールワイドでＰＢＳを進めていくために、まずは園・学校内にＰＢＳ推進担当を含む

「ＰＢＳ推進チーム」をつくりましょう。推進チームができたら、改めて園・学校全体で

ＰＢＳの考え方について確認しましょう。研修の際には、総合教育センターホームページ

「ポジティブ行動支援研修資料・教材例」のページがおすすめです。まずはＰＢＳ推進チ

ームが中心となり、園・学校全体で取組について方向性を共有しておくことが大切です。

①校内の組織づくり＆ＰＢＳの考え方を再確認

ＰコンによるスクールワイドＰＢＳ スタートアップガイド

項目は全部で10項目。各項目を３段階で

チェックします。目標はあくまで各校の

ＰＢＳの取組の充実と、それを通じて児

童生徒・教職員の思いや願いの実現に繋

げることです。また、年度末に再度チェ

ックして比較することで、「次年度は何

を重点的に取り組んでいくか」が明確に

なり便利です。得点が向上した取組につ

いて、お互いに頑張りを認め合える機会

にもなりますね！

ＰＢＳ推進チームをつくる際のポイント！

・担当は複数で組織（複数で担当すれば、様々なアイデア・工夫が出やすく、取組が進みます）

・管理職の参加やサポート（予算配分や時間割の調整などの決定権が必要）

（管理職が担当者を積極的にサポートすることが大切）

・各分掌、担当からの選出（異なる視点をもつ教員の配置）

ＰＢＳとは何か！？もう一度みんなで研修をとおして確認しよう！

徳島県立総合教育センター

HPには、研修に使える資料

や動画が盛りだくさん！

園・校内研修の際に、わざわざ研修用資料を作成する必要はありません。

とくしま版実行度チェックリスト

徳島県教育委員会が、プロジェクトチームの助言のもと作成した

もので、スクールワイドＰＢＳがどこまで実行できているかを確

認するものです。ＰＢＳを校内で推進していく上で、次に何をす

ればよいのか計画立案する際の目安になります。

※現在の取組状況を正確に把握するため、Pコンや指導

主事の説明のもと、実施することを推奨しています。

おススメです！

－８－



ポジティブ行動マトリクス（３つの大切）とは・・・

②ポジティブ行動マトリクス（３つの大切）を作成

ＰコンによるスクールワイドＰＢＳ スタートアップガイド

ポジティブ行動マトリクスを作成する際には、学校全体・学年・学級・部活動

・人権教育・生徒指導など、様々な視点から話し合いましょう。「これでいく

ぞ！」という形になるまで議論することでチーム力が高まります。大切なのは

合意形成をはかることです。また、マトリクス表は合意を得られればいつでも

変更可能です。初めから完璧なものは作れませんので、実践を進めながら、よ

りよいものに仕上げていきましょう！子供の変化や教職員の入れ替わりに合わ

せて、年１回程度、マトリクスにある行動を見直すのがおススメです！

園や学校における、子供たちに期待される行動や望ましい姿などについて、具体的に「見

える化」したものです。例えば、単に「『すてき』になりましょう」と伝えるのではなく

場面や場所によってどのように振る舞うのがよいのか行動レベルでまとめた表を指します

。

川島小学校のマトリクスを見てみよう！

自分たちの園や学校の子供

にはどのような力をつけて

ほしいかを話し合い、まと

めていきます。大切なのは

「みんなが意見を出し合う

」ことです。また「子供が

主語」になっているかも確

認しましょう。

３つの大切が何だったのか

を教師も子供もすぐに思い

出せるようなキーワードで

まとめるのもいいですね！

３つの大切

指導場面、場所など

まずは各教職員で「望ましい行動が増えたらよ

い場面（指導場面、例えば「授業中」や「給食

時」など）を考えてみましょう。その後、全職

員の意見を集計し、合意を得ながら決定してい

きます。当然、指導場面は園、学校によって違

うので２項目や４項目にしたり、川島小学校の

ように、学年ごとで設定したりと、学校の状況

によって工夫することができます。

（指導場面や場所は設定しないというマトリク

スもOKです）

具体的な（指導可能な）目標

「３つの大切」を実現するために、できればいいと思われる行動

を具体的に示します。研修の際には、学校の状態や子供たちの実

態について話しやすいグループ（学年団など）をつくり、行動レ

ベルで考えていきます。

ポイント！

・目標が多いと覚えきれないので、１マスにつき１～３つ

程度で考える

・肯定的な言葉で（「～しない」ではなく「～する」）

・子供たちの実態に応じて、優先順位をつける

－９－



作成したマトリクスのなかから、特に重点的に取り組みたい目標を一つ選び、行動支援計

画シートにまとめていきましょう。マトリクスと行動支援計画シートによって、全教職員

が取組の方向性を明確に理解してスクールワイドＰＢＳを実践することができます！

③行動支援計画シートの作成

ＰコンによるスクールワイドＰＢＳ スタートアップガイド

記録をとる…。忙しい学校現場にとって、やや負担感をも

たれる実践かもしれません。しかし記録をとることは、よ

り効果的なスクールワイドＰＢＳを進めていくための大切

な要素です。記録をとることで取組の成果を客観的に評価

できるようになり、「なんとなくできた、できなかった」

を確かな事実に変えることができます。また、先生方が「

子供が変わった！」ということを確かに実感できれば、チ

ームとしての士気も高まるとともに、子供へのフィードバ

ックも具体的に行うことができます。

マトリクスから、教える行動を決めよう

〇 すでに４～５割の子供ができている行動から始めるの

がおススメです

→行動できている子供をお手本（モデル）に

〇 生活の中でよく見られる行動から選びましょう

→称賛する機会を多く設けることができます

具体的な行動モデル（良い例・悪い例）を考えよう

〇 「良い例」「悪い例」を考えることで、教職員間で称賛する基準がそろい、

より協働力が高まります

〇 具体的な行動の例になっているかどうかの判断基準

→良い例と悪い例を読んで、全員が同じ行動を思い浮かべられるかどうか

例）「きちんと～」「しっかり～」「友達に優しくする」などは、

人によって判断基準が違う

行動を教える計画を立てよう

〇 どこで（導入する場面）、誰が、どうやって（教え方）を考えてみましょう

・どこで … 授業中、掃除分担場所、全校朝会、など

・誰 が … 担任、担当教員、校長先生、児童会、生徒会、など

・教え方 … 具体的な行動を伝える、手本を見せる（モデリング）

実際にやってみる（ロールプレイ）、など

望ましい行動を引き出す工夫や称賛方法 は、実践校の取組を参考にしてください！

※ 詳しくは徳島県立総合教育センターＨＰをチェック

徳島市南部中学校では、生徒会が中心

となって「あいさつ」についてのモデ

リング動画を作成し、周知しました。

記録をとる理由 ～「なんとなく」を「確かな事実」へ～

記録をとるときの
ポイント

「簡素に」
「効率よく」
「日常の流れに入れる」

例）
子供自身でできるもの
朝の会や帰りの会に組み込む
掲示物の活用 など

－１０－



行動支援計画シートが出来たら、実践スタートです。令和６・７年度モデル事業実践校で

ある、小松島市芝田小学校の実践を参考に、進め方のポイントをおさえていきましょう！

④行動支援計画シートをもとにした実践

ＰコンによるスクールワイドＰＢＳ スタートアップガイド

全校集会で目標を周知→お手本を見せる（モデリング）

目標設定 → 芝田小学校「自ら進んであいさつする」

「笑顔で」「自分から」「届く声」の

３つの基準を大切にした挨拶について

、全校集会で共有しました。校長先生

協力のもと、モデルを示すことで分か

りやすく伝えることができました。

行動を認める工夫

一日のあいさつを自己評価し、３つの

基準が達成できたら最大３枚シールを

貼ることができます。子供たち自身で

縦割り班ごとのボードを作成し、自分

の班のボードにシールを貼ります。

さらに素敵なあいさつを目指して…

１週間の取組後にミニ全校集

会を開き、班ごとに振り返り

の機会をとり、２週目からは

教職員や友達による、「他者

評価」も取り入れました。

記録の集計・振り返り

様々な場所や場面で気持ちの

良い挨拶が聞こえてくるよう

になりました。また、シール

の数を集計することで３つの

基準についての成果や伸びし

ろが可視化されました。

実践中、先生方は「届く声であいさつでき

たね」「笑顔が素敵！」と称賛しながらシ

ールを渡すことを心掛けていたようです。

子供たちにとってなによりもうれしかった

のは、シールよりも先生方の称賛だったの

ではないでしょうか。またシールを掲示し

て子供たちの意欲を高めるとともに、デー

タの活用にも生かし、分析につなげていま

した。シールを貼るボードも子供たちが作

成したものです。「最小の労力で最大の効

果」が得られるような取組を、先生方が楽

しみながら考えていくことも大切なポイン

トの一つです！
他者評価スタート

－１１－

めあての設定や望ましい行動につ

いて、教員が一方的に教え、伝え

るのではなく、全員が納得できる

ものを子供と一緒に考えました。

※縦割り班の中で、子供たちから出てきた「思い」をもとに決定



とくしまＰＢＳアワード
レポート

令和５年度から始まった「とくしまＰＢＳアワード」も３回目を迎えました。

県内のＰＢＳにおける取組の発信を目的として始まったこの企画、

さあ今年はどのような素敵な実践が園、学校から届いたのでしょうか！？

－１２－

ＰＢＳの素敵な実践を県内外に発信！！

ご応募いただいたエントリーシ

ートは、プロジェクトチームの

先生方によって審査されます。

なお、ご応募いただいたすべて

の取組対して、審査員からポジ

ティブな講評もいただけます。

見事「ゴールド賞」「審査員特

別賞」を受賞した取組は、表彰

式で賞状と盾を授与。徳島県立

総合教育センターHPにてエント

リーシートを公開します。

※総合教育センター館内では、

ゴールド賞、審査員特別賞、

シルバー賞を掲示しています。

取組を応募 審査 表彰・取組を発信！

ＰＢＳの取組を、既定の様式

「エントリーシート」にまとめ

て応募します。学級・学年、担

当校務の業務、学校全体（スク

ールワイド）など、取組の形は

何でもOKです！取組の際に作成

した資料や動画があれば、合わ

せてお送りください。

ゴールド賞を受賞した
２校の取組を紹介します！



生成AIを活用したPBSという全国的にも類を見ない革新的な実践です。

児童一人一人への温かく的確なフィードバックと教師の負担軽減を両

立させている点が秀逸です。統計的検定とテキストマイニングによる

科学的な効果検証を通じて、「聴く力」のみならず

課題解決力やウェルビーイングの向上も実証されて

おり、データによる裏付けを伴った質の高い実践と

して高く評価できます。

ゴールド賞

阿波市立 大俣小学校

PBSプロジェクトチームからの講評

－１３－



子供たち自身が「できた！」ことを評価する（認める）ための工夫と

して、カードの色塗りやオリジナルキャラクターへのシール貼りが設

定されています。この、自分で自分の行動を認めることを支える取組

として、先生方が望ましい行動を具体化し（「あい」のある言動リス

ト）、全教職員で子供たちの望ましい行動に対してポジティブフィー

ドバックを行っているところがすばらしいです。子供たちの主体性を

育むために、大人ができることを全教職員がチームで考え、

実践しているところに先生方の「あい」を感じました。

ゴールド賞

藍住町立 藍住東小学校

PBSプロジェクトチームからの講評

－１４－
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